
開催概要

本説明会は、東京都環境局、東京都環境公社、株
式会社日本HPの登壇のもと、VOC削減促進補助
金に関する情報提供を目的として開催されました。主
催者は東京屋外広告美術協同組合で、理事長の
松本幹久氏が挨拶を行いました。司会進行は同副
理事長の戸島健雅氏。

東京都環境局の内容:

VOC削減推進事業補助金制度：東京都環境局の
永岡保行氏が、VOC削減の重要性や最新情報につ
いて説明しました。VOC（揮発性有機化合物）の
削減が必要な理由や、東京都の大気環境とVOCの
関係についても詳しく解説されました。

VOC排出量の推計値と経年変化：東京都内の
VOC排出量の推計値や、2000年から2020年まで
の経年変化についてのデータが示され、印刷業からの
VOC排出量が大幅に減少していることが報告されまし
た。

政策目標と対策：2030年までに光化学スモッグ注
意報の発令日数をゼロにすることを目標に掲げ、VOC
対策ガイドやアドバイザーの派遣、補助事業などの支
援策を展開しています。

東京都環境公社の内容:

補助金申請の概要：東京都環境公社の小出香澄
氏が、VOC排出削減設備導入促進事業の申請方
法や対象事業者、補助対象設備、補助対象経費に
ついて説明しました。補助金の額や申請期限、問い
合わせ先についても詳しく案内されました。

申請の流れ：交付申請から工事完了届の提出、補
助金の交付までの流れが説明され、交付決定前の工
事契約や着工はできないことが強調されました。

日本HPの内容:

持続可能性の取り組み：HPは、持続可能な大判プ
リンターの開発に注力しており、環境に優しい製品を
提供することを目指し、2008年に日本以外の国に展
開していたソルベントプリンターを販売終了し、水性の
Latexプリンターを発売しました。2030年までに製品
とパッケージのリサイクル素材率を75%にする目標を
掲げています。

HP Latexインクの特徴：HP Latexインクは有害な
大気汚染物質を含まず、最新のLatexインクは警告

ラベルが不要です。65%以上が水で構成されていて
無臭です。プリンターの作業スペースが快適で安全な
ものになります。

環境認証：HPのLatexインクは、UL ECOLOGO認
証とUL GREENGUARD GOLD認証を取得してい
ます。 ECOLOGO認証はインク自体の安全性を証
明し、 GREENGUARD GOLD認証は印刷物からの
VOC排出量を評価します。HP Latexインクは
GREENGUARD GOLD認証の中でも最上位の壁
紙クラスを取得しています。

製品ラインナップ：HP Latexプリンターには、1.6m
幅のロールプリンターから3.2m幅のスーパーワイドプリ
ンター、ハイブリッドプリンターがあります。これらのプリン
ターに同じHP Latexインクが搭載され、無臭で速乾
性があり、即時ラミネートが可能です。

実験と事例:ソルベントインクとHP Latexインクの違い
を示す実験動画を再生しました。ソルベントインクは簡
単にスチロールカップを溶かしましたが、Latexインクは
発泡スチロールを溶かさず、何日も同じ状態を保ち、
安全性を示しました。

質疑応答Q&Aセッション: 

申請に関する具体的な質問：補助対象となる経費
や設備、報告協力義務、VOC対策アドバイザーの派
遣についての回答が行われました。

まとめ:

本説明会では、VOC削減の重要性と補助金制度の
詳細が説明され、HP Latexプリンターが環境に優れ
た選択肢であることが強調されました。ユーザーは補助
金を活用した設備導入の検討を推奨されました。

関係リンク:

省エネ型VOC排出削減設備導入促進事業|揮発
性有機化合物（VOC）対策|東京都環境局

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/air/
air_pollution/voc/hojo2022

省エネ型VOC排出削減設備導入促進事業 | 東京
都環境公社

https://www.tokyokankyo.jp/apply/voc/

補助金の概要: 

大気環境の更なる改善のため、光化学スモッグの原因のひとつであり石油系原材料の
削減等に寄与できるVOC（揮発性有機化合物）対策設備やVOC削減装置付省エネ
型空調・換気設備の導入に要する費用の一部を補助するものです。

大判プリンター、特にLatexプリンターの買い換えに関係します。

東京屋外広告美術協同組合理事長 松本幹久氏

補助金の特徴 

補助対象経費の2/3
(上限2,000万円)

幅広い補助対象経費
(搬入費、配電工事費、
現状機器の撤去・処分
費など)

インクジェット印刷機も含まれる。
印刷の用に供する材料を低VOC
製品に変更するために導入が必
要。※すべての機器が対象となるわけではありません。

東京都内のVOC排出量推計値（東京都環境局）

質疑応答

日本HP Latexプリンターの進化
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